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NO. 49

３
月
議
会
に

提
案
さ
れ
た
予
算

障
害
者
差
別
解
消
法
施
行
に
向
け
た
高
槻
市
の
施
策

一
部
を
抜
粋

〇
集
中
豪
雨
に
よ
る
浸
水
軽
減
の
た
め
、
城
跡
公
園
に

雨
水
貯
留
施
設
の
実
施
設
計
。
学
校
や
公
園
な
ど
市

が
所
有
す
る
公
共
施
設
へ
の
流
出
抑
制
施
設
の
設
置

に
向
け
た
検
討

〇
植
木
団
地
跡
地
に
中
消
防
署
富
田
分
署
の
移
転
や
消

防
団
訓
練
施
設
の
整
備
に
向
け
た
検
討
、
用
地
測
量

（
境
界
点
の
復
元
測
量
な
ど
）
を
実
施

〇
生
後
６
か
月
か
ら
小
学
校
卒
業
ま
で
の
子
ど
も
の
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
費
用
の
一
部
を
助
成
（
助

成
額
１
０
０
０
円
／
回
、
上
限
２
回
ま
で
、
助
成
期

間
10
月
～
12
月
）

〇
児
童
数
の
急
増
が
見
込
ま
れ
る
桃
園
小
学
校
の
校
舎

増
築
工
事
（
11
月
～
３
月
）

〇
春
日
保
育
所
の
耐
震
改
修
工
事
（
７
月
下
旬
～
10
月

末
日
）

〇
葬
祭
セ
ン
タ
ー
を
家
族
葬
（
25
名
定
員
）
に
対
応
で

き
る
よ
う
改
築

〇
竹
の
内
、
寿
栄
、
堤
、
大
冠
北
第
１
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
へ
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
設
置
の
た
め
に
実
施

設
計
、２
０
１
７
年
度
設
置
。（
残
る
７
つ
の
セ
ン
タ
ー

も
２
０
１
９
年
度
ま
で
に
設
置
）

　
今
年
４
月
に
施
行
さ
れ
る
障

害
者
差
別
解
消
法
は
、
障
害
者

団
体
が
制
定
を
求
め
て
き
た
も

の
で
、
多
く
の
関
係
者
が
歓
迎

す
る
一
方
、「
な
に
が
差
別
か
」

の
定
義
が
明
確
で
な
い
な
ど
、

実
効
力
の
あ
る
も
の
に
す
る
に

は
課
題
が
残
っ
て
い
ま
す
。

　
差
別
解
消
を
求
め
ら
れ
て
い

る
の
は
、
行
政
機
関
や
事
業
所

で
あ
り
、
個
人
的
な
関
係
や
個

人
の
思
想
、
言
論
な
ど
は
対
象

外
で
す
。

　
市
の
新
年
度
予
算
に
同
法
の

理
念
を
周
知
す
る
費
用
や
、
障

が
い
福
祉
課
窓
口
の
手
話
通
訳

者
１
名
増
員
、
専
門
相
談
へ
の

対
応
に
弁
護
士
費
用
（
年
６
回

分
）
の
予
算
が
つ
け
ら
れ
ま
し

た
。

　

障
害
の
有
無
に
関
係
な
く
、

お
互
い
に
人
格
と
個
性
を
尊
重

し
あ
い
な
が
ら
共
生
す
る
社
会

の
実
現
と
の
理
念
を
実
現
し
て

い
く
た
め
に
も
必
要
な
予
算
で

す
。

　
差
別
に
関
わ
る
相
談
に
つ
い

て
は
、
国
は
今
後
の
相
談
事
例

な
ど
を
見
な
が
ら
、
法
へ
の
位

置
づ
け
を
検
討
し
て
い
く
と
の

見
解
を
示
し
て
お
り
、
明
確
な

指
針
が
無
い
状
況
で
す
。

　
本
来
な
ら
、
相
談
窓
口
に
法

律
の
専
門
家
な
ど
、
専
門
性
と

対
応
力
を
持
ち
合
わ
せ
た
人
材

も
必
要
で
す
。
課
題
の
検
証
を

お
こ
な
い
、
国
に
意
見
を
あ
げ

る
よ
う
求
め
ま
し
た
。

高槻手をつなぐ親の会50周年記念
上映会に出席して（２月２日）

　
高
槻
市
手
を
つ
な
ぐ
親

の
会
は
１
９
６
１
年
に
、

知
的
障
害
を
も
つ
子
ど
も

の
親
た
ち
が
、
子
ど
も
た

ち
の
幸
せ
を
願
い
発
足
。

保
護
者
同
士
の
親
睦
、
交

流
を
通
じ
て
福
祉
向
上
や

共
生
社
会
の
実
現
め
ざ
し

て
い
ま
す
。

　
記
念
式
典
の
後
に
、
記

念
上
映
会
が
あ
り
ま
し

た
。
上
映
さ
れ
た
の
は

「
39
窃
盗
団
」
と
い
う
映

画
。
祖
母
が
亡
く
な
っ
て
、

身
寄
り
の
な
い
ダ
ウ
ン
症

の
兄
と
発
達
障
害
の
弟
が

年
金
や
財
産
を
だ
ま
し
取

ら
れ
、
生
活
が
で
き
な
く

な
る
。
さ
ら
に
詐
欺
師
に
、

「
ダ
ウ
ン
症
の
あ
る
兄
は

刑
務
所
に
入
ら
な
く
て
も

い
い
」
と
そ
そ
の
か
さ
れ

て
、
つ
い
に
は
空
き
巣
を

繰
り
返
す
と
い
う
ス
ト
ー

リ
ー
。
安
心
で
き
る
「
居

場
所
」
と
手
を
差
し
伸
べ

て
く
れ
る
人
が
い
た
ら
と

思
い
ま
し
た
。

　
そ
ん
な
中
で
も
、
兄
弟

と
友
達
、
仲
間
と
の
触
れ

あ
い
が
楽
し
く
描
か
れ
て

い
て
、
絆
の
大
切
さ
や
社

会
の
あ
り
方
な
ど
い
ろ
ん

な
こ
と
を
考
え
さ
せ
ら
れ

る
映
画
で
し
た
。
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特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
は
基
本
報
酬
の
６
％
削

減
で
す
。
全
国
老
人
福
祉

施
設
協
議
会
は
、
介
護
報

酬
改
定
前
に
こ
の
影
響
を

試
算
し
て
い
ま
し
た
。
そ

れ
に
よ
れ
ば
、
５
割
近
く

が
赤
字
に
な
り
、
１
施
設

当
た
り
年
間
１
５
０
０
万

円
程
度
、
４
人
分
の
人
件

費
を
失
う
と
試
算
。
ま

た
、
厚
生
労
働
省
の
調

査
で
は
、
施
設
入
所
者
へ

の
虐
待
は
２
０
１
４
年
度

３
０
０
件
で
、
２
０
１
２

年
度
と
比
べ
て
、
約
２
倍

に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の

背
景
に
、
人
手
不
足
や
過

酷
な
労
働
環
境
が
あ
る
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。
だ
か

ら
と
い
っ
て
、
虐
待
は
許

高
齢
者
福
祉
専
門
分
科
会
に
委
員
と
し
て
出
席
︵
２
月
23
日
︶

高
齢
者
虐
待
の
防
止
へ

報
酬
引
き
上
げ
な
ど
抜
本
的
対
策
を

せ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
日
本
医
療
労
働
組
合

連
合
会
が
２
月
16
日
に
発

表
し
た
「
介
護
現
場
の
夜

勤
実
態
調
査
」に
よ
る
と
、

日
勤
と
夜
勤
の
２
交
代
制

の
職
場
が
９
割
近
く
、
そ

の
う
ち
６
割
以
上
で
夜
勤

の
勤
務
時
間
が
16
時
間

を
超
え
て
い
ま
す
。
高
槻

　
２
０
１
５
年
度
は
介
護
報
酬
改
定
が
お
こ
な
わ
れ
、
マ
イ
ナ
ス
２
・
27
％
削
減

で
す
。
介
護
職
員
の
処
遇
改
善
は
プ
ラ
ス
１
・
65
％
で
す
が
、
全
体
の
介
護
報
酬

を
引
き
下
げ
て
し
ま
う
た
め
、
介
護
施
設
で
は
、
低
賃
金
の
う
え
、
人
員
を
募
集

し
て
も
集
ま
ら
な
い
と
い
う
状
況
で
す
。

国
が
ね
ら
う
要
支
援
者
の
介
護
保
険
は
ず
し

　

２
０
１
７
年
度
か
ら
要

支
援
の
人
の
サ
ー
ビ
ス
を

介
護
保
険
か
ら
は
ず
し
、

介
護
予
防
・
日
常
生
活
支

援
総
合
事
業
（
総
合
事
業
）

で
実
施
し
す
る
こ
と
に

な
っ
て
お
り
、
あ
と
も
う

１
年
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

　
介
護
保
険
で
は
、
訪
問

調
査
員
が
74
項
目
の
調
査

を
行
い
、
医
師
が
意
見
書

を
書
く
要
介
護
認
定
で
要

介
護
度
を
判
定
し
ま
す
。

し
か
し
、
総
合
事
業
で

は
、
25
項
目
の
簡
易
な
質

問
項
目
で
状
態
を
確
認
す

る
「
基
本
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス

ト
」
だ
け
で
サ
ー
ビ
ス
を

決
め
て
し
ま
い
ま
す
。
基

本
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
だ
け

で
振
り
分
け
を
進
め
れ
ば

本
来
、「
要
介
護
」
に
該

当
す
る
は
ず
の
人
ま
で
、

介
護
保
険
か
ら
締
め
出
さ

れ
る
危
険
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
２
０
１
５
年
度

市
内
で
は
施
設
で
の
虐
待

は
報
告
さ
れ
て
い
ま
せ
ん

が
、
他
市
で
は
殺
人
事
件

も
お
こ
っ
て
い
ま
す
。
入

居
者
の
親
族
が
カ
メ
ラ
を

設
置
し
、
発
見
し
た
例
も

あ
り
ま
す
。
虐
待
防
止
の

対
策
強
化
が
必
要
で
す
。

審
議
会
で
は
報
酬
改
定
の

影
響
に
つ
い
て
質
問
し
ま

し
た
が
、
市
は
具
体
的
に

把
握
を
し
て
い
な
い
と
の

こ
と
で
し
た
。
施
設
の
実

態
を
把
握
し
、
国
に
改
善

を
求
め
る
べ
き
と
指
摘
し

ま
し
た
。

に
要
支
援
サ
ー
ビ
ス
の
介

護
報
酬
引
き
下
げ
が
お

こ
な
わ
れ
ま
し
た
。
訪
問

介
護
を
約
５
％
削
減
、
通

所
介
護
は
約
20
％
削
減
で

す
。
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
低

下
を
も
た
ら
し
、
利
用
者

の
生
活
に
支
障
を
き
た
す

恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
す
で

に
総
合
事
業
を
実
施
し
て

い
る
自
治
体
で
は
報
酬
単

価
は
現
行
の
７
割
か
ら
８

割
で
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

総
合
事
業
で
は
サ
ー

ビ
ス
提
供
事
業
者
に
、
訪

問
介
護
事
業
者
だ
け
で

な
く
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
が
あ
げ
ら
れ
て
い

ま
す
。「
要
支
援
者
」
の

切
り
捨
て
は
、早
期
発
見・

治
療
が
必
要
な
認
知
症
の

対
策
に
も
逆
行
し
ま
す
。

必
要
な
人
に
必
要
な
サ
ー

ビ
ス
が
受
け
ら
れ
る
よ
う

に
す
る
こ
と
が
介
護
予
防

に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

市営バス高齢者無料乗車証
アンケート調査結果について

　

無
料
乗
車
証
を
使
っ
て
、
市
バ
ス
を

利
用
し
て
い
る
と
い
う
人
は
84
・
２
％
。

経
済
効
果
と
い
う
点
で
は
、
外
出
し
た

時
に
２
千
円
か
ら
３
千
円
未
満
の
買
い

物
を
22
・
５
％
の
方
が
さ
れ
て
い
ま
す
。

高
槻
市
は
高
齢
化
率
が
高
い
割
に
介
護

認
定
率
は
直
近
の
数
字
で
15
・
９
％
、
大

阪
府
下
は
２
０
１
５
年
９
月
末
現
在
で

21
％
で
す
か
ら
高
槻
は
低
い
方
で
す
。

　
年
金
収
入
に
つ
い
て
の
問
い
の
回
答

は
、
１
０
０
万
円
未
満
が
31・５
％
。
少

な
い
収
入
の
人
で
も
気
軽
に
出
か
け
ら

れ
ま
す
。

　
市
の
詳
し
い
分
析
は
こ
れ
か
ら
で
す

が
、
高
齢
者
無
料
乗
車
証
が
あ
る
こ
と

で
、
高
齢
者
の
健
康
や
社
会
参
加
に
役

だ
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。　

6月頃　総合事業の事業案を作成
7月頃　社会福祉審議会高齢者福祉専門分科会に事業案報告
8月頃　市内事業所向け説明会・意見交換
9月頃　市議会福祉企業委員会協議会に事業案報告、事業内容の確定・
　　　　要綱作成
10月～12月　事業所向け事業内容説明会
2017年 2月　要支援認定者への事業内容を知らせる手紙の送付
　　　　4月　総合事業開始

今後のスケジュール




